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審 査 結 果 の 要 旨 

 本研究はプラダー・ウイリー症候群（PWS）の社会的不適応の背景にある問題行動や精神

症状の頻度を年齢の異なる小児期から若年期で検討したものである。PWSでは成人になるま

でに、問題行動や精神症状の頻度が増加することを明らかにした。また年齢、性、知的レ

ベルをマッチさせたその他の原因の知的障害と比較した時も有意に問題行動と精神症状の

頻度が高く、この問題がPWSに特異的であることを明らかにした。さらにこれらの問題行動

や精神症状はBMIとは無関係で、食欲や肥満と直接関係するものではない可能性を明らかに

した。 

PWSは遺伝子の欠陥でおこり、この問題行動や精神症状が遺伝子の異常で引き起こされて

いる可能性を示唆し、その遺伝的・脳科学的背景を明らかにすることが今後重要な課題で

あり、問題行動や精神症状がおこる対人的・社会的背景を理解し、問題行動や精神症状を

少なくする療育、教育や介護の必要性を示すもので、明らかに、発達障害医学の領域での

学術水準を高めたと認める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


